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明治44年 青年 森 鴎外 石灰化
明治44年～
大正２年 雁 森 鴎外 開化
明治44年～
大正２年 或る女 有島武郎 技巧化、芸術化
大正元年～
大正２年 行人 夏目漱石 権化
大正４年 硝子戸の中 夏目漱石 同化
大正５年～
大正６年 明暗 夏目漱石 一転化、現実化
大正６年 惜みなく愛は奪う 有島武郎 精神化、内面化、統合化、男性化
大正11年～
大正２年 多情仏心 里見弴 図案化
大正12年 青銅の基督 長与善郎 不滅化
大正12年～
大正14 侏儒の言葉 芥川龍之介 戯曲化、理想化
昭和２年 文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 口語化、肉化、風化作用
昭和２年 続文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 神化、獣化
昭和３年 放浪記 林芙美子 メカニズム化
昭和16年 縮図 徳田秋声 合理化
昭和21年 焼跡のイエス 石川淳 象徴化
昭和23年 人間失格 太宰治 図案化
昭和32年 草の花 福永武彦 具象化
昭和32年 パニック 開高健 集団化
昭和32年 裸の王様 開高健 血肉化、日常化
昭和33年 あすなろ物語 井上靖 一般化
昭和34年 流亡記 開高健 慢性化
昭和37年 砂の女 安部公房 理想化、合理化、意識化
昭和41年 沈黙 遠藤周作 正当化
昭和41年 黒い雨 井伏鱒二 炭化、糖化、固形化、弱体化
昭和43年 青春の蹉跌 石川達三 不良化、正当化、合理化、合法化
昭和47年～
平成１年 剣客商売 池波正太郎 唾液化、大都市化









昭和57年 女社長に乾杯！ 赤川次郎 硬直化
昭和60年


































年　代 作品名 作　者 用　　例
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明治40年 坑夫 夏目漱石 一転化
明治40年 平凡 二葉亭四迷 悪感化、卑小化
明治42年 それから 夏目漱石 都会化
明治42年 ヰタ・セクスアリス 森鴎外 軟化




明治44年 青年 森 鴎外 石灰化
明治44年～
大正２年 雁 森 鴎外 開化
明治44年～
大正２年 或る女 有島武郎 技巧化、芸術化
大正元年～
大正２年 行人 夏目漱石 権化
大正４年 硝子戸の中 夏目漱石 同化
大正５年～
大正６年 明暗 夏目漱石 一転化、現実化
大正６年 惜みなく愛は奪う 有島武郎 精神化、内面化、統合化、男性化
大正11年～
大正２年 多情仏心 里見弴 図案化
大正12年 青銅の基督 長与善郎 不滅化
大正12年～
大正14 侏儒の言葉 芥川龍之介 戯曲化、理想化
昭和２年 文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 口語化、肉化、風化作用
昭和２年 続文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 神化、獣化
昭和３年 放浪記 林芙美子 メカニズム化
昭和16年 縮図 徳田秋声 合理化
昭和21年 焼跡のイエス 石川淳 象徴化
昭和23年 人間失格 太宰治 図案化
昭和32年 草の花 福永武彦 具象化
昭和32年 パニック 開高健 集団化
昭和32年 裸の王様 開高健 血肉化、日常化
昭和33年 あすなろ物語 井上靖 一般化
昭和34年 流亡記 開高健 慢性化
昭和37年 砂の女 安部公房 理想化、合理化、意識化
昭和41年 沈黙 遠藤周作 正当化
昭和41年 黒い雨 井伏鱒二 炭化、糖化、固形化、弱体化
昭和43年 青春の蹉跌 石川達三 不良化、正当化、合理化、合法化
昭和47年～
平成１年 剣客商売 池波正太郎 唾液化、大都市化









昭和57年 女社長に乾杯！ 赤川次郎 硬直化
昭和60年


































年　代 作品名 作　者 用　　例
明治39年 草枕 夏目漱石 永久化、美化
明治39年 坊っちゃん 夏目漱石 徳化、悪化
明治40年 野分 夏目漱石 同化、溶化
明治40年 坑夫 夏目漱石 一転化
明治40年 平凡 二葉亭四迷 悪感化、卑小化
明治42年 それから 夏目漱石 都会化
明治42年 ヰタ・セクスアリス 森鴎外 軟化







































































体の類 84 4 8 19 8 3 126
用の類 0 0 0 0 0 0 0
相の類 8 0 0 3 0 0 11
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接尾辞「－化」の新用法の成立と展開　　趙　麗君
ほぼ中国と同じであることを述べた。日本の古典語と中国の古典語において「－化」は二字漢字熟
語の前部構成要素であった。日本特有の古典語と思われる例では、「変化後の結果＋化」または名
詞「化」の「～の変化」の語構成であることを明らかにした。また、鎌倉時代『玉葉』に「凡論其
徳望、古今少類者歟、誠是仏法之枢鍵、顕密之棟梁也、于時春秋六十、忽然而煙化、総為世、別為
家、嗟嘆而有余、悲泣而無益、抑人伝云」という例があり、「（人が死んで）煙となる」という表現
も行われた。こういう日本語表現及びその漢字表記を下地として江戸時代に新しく変化が生じた。
　江戸中期蘭学者の訳本の「－化」を調査すると、初出年代を早めたり、古典語の形式をそのまま
利用しつつも意味的には転用したりするというような現象を指摘することができた。特に医学・化
学など、物の内部の質的変化が見られる分野を対象とする科学書において、古典語と同じ単語を用
いながら、意味的には転用し、物の内部の質的変化を表すようになっていることを明らかにした。
また新しい「－化」の語彙が作られた。新しく作られた「－化」の語構成は「手段＋化」「変化後
の結果＋化」であった。
　明治期前後以降における「－化」は接尾辞「－化」が形式的に完成した時期だと思われる。英語
の接尾辞-izeと対応するようになっていることを明らかにした。「□化」の語順が定着したことを
記述した。
　明治中期～大正期の「－化」は「欧州化」「日本化」のような地域名を前接部にとることができ、
前接部が徐々に一字漢字から解放されたことを記述した。その後、前接部がさらに解放され、漢語
のほかカタカナ語・和語・混成語・漢語句相当が前接部として取れるようになったと結論した。「不
安濃化」、「農村の工場地帯化」、「漸次平常化」というような句構造を基盤にもつ複合語を前接部に
受けるようになったのもこの時期の特徴である。接尾辞「－化」は江戸時代の意味的な転用を経て、
この時代には前接部を語彙的に拡張し、さらに前接部においては句構造を持つ前接部をも接続する
ような広がりも見せたということになる（以上、趙2012、同2013）。
　現代日本語においては、前接部がさらに拡大し、従来までは接続しないと考えられてきた動詞に
も接続し、可能表現として用いられたり、習慣化された状態にもちこむことを表したりする用法が
生じている。また「不二家」などの固有名詞に接続して、その語が持つ典型的な特徴を代表させて、
抽象的な意味として表現したりすることが生じたと結論した。
　これを［図１］にまとめてみると、以下のことが分かる。
　接尾辞「－化」は最初、二字漢語の後部要素として用いられたが、科学的な変化を表す場合にも
転用され、もともと「－化」が持っていた「変化」という意味を利用して、「－化」によって語彙
がつくられ、意味的に「変化」を表す接尾辞のような働きを持ちはじめた。それによって字順変化
や造語を生み出した。
　次に形式的にも接尾辞化して、二字漢語の後部要素から切り出され、前接部にさまざまな地域名・
固有名詞を受けるようになった。さらに、前接部に漢語だけでなく、カタカナ語や和語など、さま
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治43年、『青年』明治43～44年、『妄想』明治44年、『彼岸過迄』明治45年、『興津弥五右衛門の遺
書』明治45年、『雁』明治44～大正４年、『行人』大正元年～２年、『硝子戸の中』大正４年、『明
暗』大正５～大正６、『惜みなく愛は奪う』大正６年、『多情仏心』大正11年～12年、『青銅の基督』
大正12年、『侏儒の言葉・西方の人』大正12年～大正14、『文芸的な、余りに文芸的な』昭和２年、
『放浪記』昭和３年、『縮図』昭和16年、『焼跡のイエス』昭和21年、『処女懐胎』昭和22年、『人
間失格』昭和23年、『草の花』昭和32年、『パニック』昭和32年、『裸の王様』昭和32年、『あすな
ろ物語』昭和33年、『砂の女』昭和37年、『沈黙』昭和41年、『黒い雨』昭和41年、『青春の蹉跌』
昭和43年、『剣客商売』昭和47-平成１年、『山本五十六』昭和52年、『若き数学者のアメリカ』昭
和52年、『人民は弱し、官吏は強し』昭和53年、『女社長に乾杯！』昭和57年、『世界の終わりとハー
ドボイルド･ワンダーランド』昭和60年
CD-ROM『毎日新聞　1997』『中日春秋　1997』毎日新聞社
『強い企業をつくる「見える」仕組み』2005東洋経済新報社
『分類語彙表―増補改訂版』（2004）大日本図書株式会社
付記
　本稿は日本学会2012年度春季大会での口頭発表（於千葉大学西千葉キャンパス）「漢語接尾辞「－化」の史的
変遷」の後半部分を元に、さらに新たにデータを追加し、再構築したものである。
　発表に際して有益なご教示をくださった方々に感謝申し上げる。また、本稿は2016年５月提出の未公刊博士論
文『漢語接尾辞「－化」の成立と意味用法の拡張についての研究』の第七章の一部を取り出し、論文形式に整え
たものである。
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影山太郎（2007）「接尾辞「－化」,-ize,-ifyの属性叙述機能」『人文論究57（２）』
影山太郎（2008）「属性叙述と語形成」『叙述類型論』くろしお出版
加納千恵子（1990）「漢字の接辞的用法に関するー考察（２）―「化」の品詞転換機能について―」
筑波大学文芸言語学系『文芸言語研究　言語編』18　
木坂基（2002）「現代日本語文章における字音接辞の用法について」『尾道大学芸術文化学部紀要』２
小林英樹（2004）「「化」について」『現代日本語の漢語動名詞の研究』ひつじ書房
田窪行則（1986）「－化」『日本語学』５-３
趙麗君（2012）日本学会2012年度春季大会発表要旨集（於千葉大学西千葉キャンパス）「漢語接尾
辞「－化」の史的変遷」
趙麗君（2013）「漢語接尾辞「－化」の成立と展開」『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要』35
趙麗君（2016）『漢語接尾辞「－化」の成立と意味用法の拡張についての研究』2016年５月提出の
未公刊博士論文
野村雅昭（1978）「接辞性字音語基の性格」『電子計算機による国語研究Ⅸ』国立国語研究所報告61
水野義道（1985）「接尾的要素［－性］［－化］の日中対照研究」『待兼山論叢（日本学）』19号
水野義道（1987）「漢語系接辞の機能」『日本語学』
宮地裕（1973）「現代漢語の語基について」『語文』31
森岡健二（1987）「文字の機能」『現代語研究シリーズ２』明治書院
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『吾妻鏡・玉葉データベース』吉川弘文館（1999）
『太陽コーパス』国立国語研究所資料集15（2005）博文館新社刊　
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CD-ROM『新潮文庫の100冊』新潮社
　『浮雲』明治20年、『舞姫』明治23年、『武蔵野』明治31年、『金色夜叉』明治30～35年、『倫敦塔』
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